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  —シ ア ル 酸 研 究 漫 歩 —    

シ ア ル 酸 研 究 へ の 招 待  

 学 生 時 代 は 落 合 英 二 教 授 の 指 導 の も と に ヘ

テ ロ 環 化 学 を 学 ん だ が 、 慶 応 義 塾 大 学 薬 化 学

研 究 所 在 籍 の と き は 、 柳 田 昌 一 教 授 に セ ス キ

テ ル ペ ン の 面 白 さ を 伝 授 さ れ た 。 頃 は ち ょ う

ど 、 Barton 教 授 が ス テ ロ イ ド の 立 体 化 学 を 研 究

し 始 め た 頃 で 、 そ の 面 白 さ に の め り 込 ん で し

ま っ た 。 生 体 の 基 本 は 右 手 と 左 手 の 関 係 に あ

る こ と を 悟 っ て 、 生 命 現 象 の 機 微 に 触 れ た 思

い に 誘 わ れ た 。  

 1964 年 、 ち ょ う ど 東 京 オ リ ン ピ ッ ク の 開 催

で 日 本 中 が 沸 い て い た と き 、 北 里 大 学 薬 学 部

が 発 足 し て 研 究 テ ー マ に 「 ヌ ク レ オ シ ド の 合

成 」 を 選 ん だ が 、 主 に 非 天 然 型 ヌ ク レ オ シ ド

（ 変 型 ヌ ク レ オ シ ド ） の 合 成 を 目 標 に し た 。

こ の 研 究 は 新 し い タ イ プ の 医 薬 の 開 発 か ら 、

生 命 現 象 の 研 究 に ま で 夢 を 乗 せ た も の で あ っ

た が 、 生 命 維 持 に 必 須 と な る 幾 多 の 複 雑 な 糖

鎖 関 連 研 究 が 未 解 決 で あ っ た こ と は 筆 者 の 研
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究 意 欲 を 鼓 舞 し た 。 特 に 、 末 端 糖 で 、 一 種 の

ア ミ ノ 酸 で も あ る 「 シ ア ル 酸 」 と の 出 会 い に

は 、 心 の 深 層 を ゆ さ ぶ る も の が あ っ た 。 当 時 、

シ ア ル 酸 の 合 成 化 学 的 な 研 究 は 世 界 的 に 皆 無

で 、 生 化 学 系 が す べ て で あ っ た か ら 、 こ れ を

発 展 さ せ れ ば 各 種 の 医 薬 品 の 開 発 に 繋 が る と

確 信 し た 。  

シ ア ル 酸 研 究 会  

 1978 年 に は ひ そ か に 暖 め て 来 た 構 想 を 「 シ

ア ル 酸 」 研 究 に 注 い で 、 ２ 年 後 の 日 本 薬 学 会

第 100 年 会 （ 東 京 ） に は 、 初 め て シ ア ル 酸 関 連

の 研 究 報 告 を 行 っ た 。 「 シ ア ル 酸 研 究 会 」 を

開 催 し て 勉 強 す る 必 要 を 痛 感 し て 、 第 1 回 の

研 究 会 を 、 1980 年 6 月 21 日 に 北 里 研 究 所 の 会

議 室 で 開 く こ と が 出 来 た 。  

 そ の 後 、 大 沢 利 昭 教 授 と の 共 同 研 究 で 、 シ

ア ル 酸 に ヘ テ ロ 環 化 合 物 を 結 合 さ せ た 変 型 ヌ

ク レ オ シ ド が 、 面 白 い 生 理 活 性 を も つ こ と も

わ か っ た 。 1983 年 の 第 5 回 シ ア ル 酸 研 究 会 で

は 、 日 本 の シ ア ル 酸 研 究 の 先 達 ・ 山 川 民 夫 先
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生 に 、 シ ア ル 酸 研 究 会 会 長 を お 願 い 出 来 た 。

1985 年 に は 日 本 化 学 会 春 季 大 会 で 、 「 糖 化 学

の 最 近 の 進 歩 － シ ア ル 酸 誘 導 体 を 中 心 と し て

－ 」 と い う 演 題 で 特 別 講 演 の 機 会 が 与 え ら れ 、

シ ア ル 酸 研 究 が 、 合 成 化 学 領 域 の 学 会 に 認 知

さ れ た 。  

 第 9 回 シ ア ル 酸 研 究 会 （ 1985 年 ） が 、 理 化

学 研 究 所 と の 共 催 で 第 1 回 国 際 会 議 と な っ た 。

国 内 外 の 著 名 な 糖 関 連 研 究 者 に 講 演 を お 願 い

し た が 、 こ の と き の 演 者 に Paulsen と Schauer 両

教 授 が い た 。 Schauer 教 授 と は そ の 後 も 交 際 が

続 き 、 ベ ル リ ン で の 日 独 シ ア ル 酸 研 究 会 の 開

催 を 可 能 に し た 。 第 10 回 シ ア ル 酸 研 究 会

（ 1986 年 ） は Ginsburg, Hakomori, Marcus, Egge 各 教 授

を 招 待 し た 。 出 席 者 も 440 名 を こ え た 。  

 第 12 回 シ ア ル 酸 研 究 会 （ 1988 年 ） は ベ ル リ

ン に 新 し く で き た 日 独 セ ン タ ー （ 旧 日 本 大 使

館 ） の 杮落
こけらおと

し と し て 4 日 間 に わ た っ て 開 か れ

た 。 山 川 民 夫 会 長 と ド イ ツ 側 の 代 表 は Schauer 

教 授 で 「 SIALIC ACIDS 1988 」 と 題 し て proceedings が
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発 行 さ れ た 。 日 本 、 ド イ ツ の 他 、 ヨ ー ロ ッ パ

各 国 か ら の 参 加 者 も 多 く 、 ３ ０ ０ 名 を 超 え た 。

こ の シ ン ポ ジ ウ ム を 機 に し て 、 世 界 各 国 で 国

際 シ ア ル 酸 シ ン ポ ジ ウ ム （ Sialoglycoscience ） が

開 催 さ れ る こ と に な っ て 現 在 に 及 ん で い る 。

2006 年 8 月 に は 三 島 で ”Sialoglycoscience 2006” が

開 催 さ れ 、 2008 年 に は モ ス ク ワ で 開 か れ た 。

2010 年 に は ド イ ツ で の 開 催 が 決 ま っ て い る 。  

 Schauer 教 授 と は 、 そ の 後 も 交 流 が 続 き 、 ご

夫 妻 と 筆 者 ら 夫 婦 が 同 道 し て 東 北 温 泉 め ぐ り

の 旅 を 楽 し ん だ り し た 。 キ ー ル 大 学 を 訪 問 し

た と き は 、 ち ょ う ど 、 日 本 海 軍 が 港 に 来 て い

て 晩 餐 会 に お 伴 し た が 、 艦 長 以 下 宮 沢 駐 ド イ

ツ 大 使 ら の 接 待 で 、 日 本 海 軍 の お 寿 司 は 大 変

美 味 か っ た 。 当 時 は ま だ 鉄 の カ ー テ ン が 健 在

で あ っ た に も 拘 ら ず 、 ソ ヴ ィ エ ト の 軍 艦 が 駐

留 し て い た の を 不 思 議 に 感 じ た 。  

 第 13 回 シ ア ル 酸 研 究 会 （ 1990 年 ） は FUJl '90 

POST-SYMPOSIUM と 銘 打 っ た 国 際 会 議 で 、 Schauer, 

Schmidt, Zbiral, Horton, Lemieux 各 教 授 の 招 待 講 演 が
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続 き 盛 会 で あ っ た 。 こ の 国 際 会 議 を 基 礎 に 、

KODANSHA-VCH か ら  "Carbohydrate -Synthetic Methods and 

Applications in Medicinal Chemistry" Edited by H.Ogura, 

A.Hasegawa and T.Suami を 出 版 し た 。  

 シ ア ル 酸 研 究 会 は 、 今 で は 日 本 糖 質 学 会 年

会 な ど に 協 賛 し て 、 シ ア ル 酸 研 究 会 賞 （ 日 本

糖 質 学 会 ポ ス タ ー 賞 ） を 授 与 し 若 手 研 究 者 の

育 成 に 努 め て い る 。  

イ ン フ ル エ ン ザ の 薬   

 シ ア ル 酸 誘 導 体 の 合 成 に あ た っ て は 、 「 グ

リ コ リ ポ イ ド ・ ア ナ ロ ギ ー 説 」 を 作 業 仮 説 と

し て 生 理 活 性 を 検 討 し た 。 イ ン フ ル エ ン ザ や

エ イ ズ な ど に 有 効 な 医 薬 の 開 発 も 可 能 で あ る

と 考 え た 。 大 沢 利 昭 教 授 や 永 井 克 孝 教 授 と の

共 同 研 究 で は 免 疫 調 節 活 性 を も つ も の や 、 ガ

ン 転 移 を 抑 制 す る も の 、 神 経 細 胞 を 増 殖 し て

再 生 医 療 に 活 用 出 来 る よ う な グ リ コ リ ポ イ ド

を 見 つ け る こ と が 出 来 た 。  

 シ ア ル 酸 研 究 の 当 初 か ら 最 大 の テ ー マ に し

た の が 「 イ ン フ ル エ ン ザ 」 の 薬 で あ っ た が 、
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Schauer 教 授 と デ イ ス カ ッ シ ョ ン を 重 ね た り し

て い る う ち に 、 Itzstein 教 授 の シ ア ル 酸 誘 導 体

ザ ナ ミ ビ ル の 発 見 が 報 告 さ れ た 。 続 い て こ の

化 合 物 を モ デ ル に し た オ セ ル タ ミ ビ ル が 報 告

さ れ て 、 タ ミ フ ル の 市 販 名 で 売 り 出 さ れ た 。

ザ ナ ミ ビ ル は リ レ ン ザ の 市 販 名 で 売 ら れ て い

る 。 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ の 脅 威 が 増 し て 来 た

今 日 、 タ ミ フ ル 耐 性 株 の 出 現 で ザ ナ ミ ビ ル の

重 要 性 が 見 直 さ れ て い る が 、 新 型 イ ン フ ル エ

ン ザ を 制 御 す る た め に は 、 更 に 新 し い シ ア ル

酸 誘 導 体 の 発 売 が 必 要 で あ る 。  

 す で に タ ミ フ ル の ホ ス ホ ン 酸 誘 導 体 が タ ミ

フ ル 耐 性 株 に 対 し て も 強 力 な ウ イ ル ス 阻 害 活

性 を も つ こ と が 報 告 さ れ て い る 。 ま た 、 シ ア

ル 酸 の イ チ ョ ウ サ ポ ゲ ニ ン グ リ コ シ ド が 相 当

強 い ウ イ ル ス 阻 害 活 性 を も つ こ と が 報 告 さ れ

て い る し 、 ザ ナ ミ ビ ル の 経 口 投 与 可 能 な 薬 剤

も 開 発 さ れ つ つ あ る か ら 、 新 型 イ ン フ ル エ ン

ザ の 脅 威 も い く ら か 緩 和 さ れ る か も 知 れ な い 。

ワ ク チ ン の 製 造 も 可 能 の 段 階 に 入 っ て い る か
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ら 、 1918 年 の ス ペ イ ン 風 邪 の 二 の 舞 は 避 け ら

れ る の で は な い だ ろ う か 。  

シ ア ル 酸 む か し 話  

 シ ア ル 酸 の 代 表 で あ る N- ア セ チ ル ノ イ ラ ミ

ン 酸 は 今 で は グ ル コ サ ミ ン を 原 料 と し た 酵 素

合 成 法 や 大 腸 菌 細 胞 膜 か ら 安 価 に 入 手 で き る

が ， 筆 者 が シ ア ル 酸 研 究 を 始 め た 昭 和 ５ ０ 年

頃 は 大 変 高 価 で あ っ た 。 筆 者 が 研 究 を 始 め た

頃 は も っ ぱ ら 燕 窩 を 原 料 に し て 加 水 分 解 し て

つ く っ て い た 。 一 番 安 価 な 燕 窩 の 屑 を 横 浜 の

中 華 街 へ 買 い に 行 っ て 原 料 に 使 っ て い た が 、

使 用 量 が 増 え る に 従 っ て 品 薄 に な り 、 初 め は

た し か ， 一 斤 ６ 千 円 だ っ た も の が ， １ ０ 箱 ，

２ ０ 箱 と 買 う う ち に 一 斤 十 数 万 円 に も な っ た

こ と を 記 憶 し て い る 。  

 こ の 燕 窩 が 入 っ て い る 箱 に 「 華 清 宮 で 楊 貴

妃 入 湯 」 の 艶 か し い 絵 が あ る 。 定 年 退 職 し た

平 成 ５ 年 に 西 安 の 西 北 大 学 で シ ア ル 酸 の 講 演

を し た と き 、 初 め て 華 清 宮 を 訪 れ た 。 世 界 三

大 美 女 の 一 人 が 燕 窩 の 箱 の 飾 り 絵 に な る の に
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は そ れ な り の 理 由 が あ る の で あ ろ う 。 西 北 大

学 で も 楊 貴 妃 の 話 を し た が 話 の 途 中 で 停 電 し

て し ま い 、 ス ラ イ ド が 使 え な く な っ て 途 中 か

ら 黒 板 だ け の 話 に な っ て し ま っ た の を 懐 か し

く 思 い 出 す 。   

 楊 貴 妃 が 絞 殺 さ れ た の は 西 安 の 西 方 の 馬嵬坡
ば か い は

で 、 そ の 地 に あ る 楊 貴 妃 の 墓 は 衣 冠 塚 で あ る

と い わ れ て い る 。 実 は 当 時 、 唐 に い て 玄 宗 の

側 近 に な っ て い た 安 部 仲 麿 が 日 本 へ 逃 が し た

と の 話 が あ っ て 、 現 に 山 口 県 油谷
ゆ や

町 の 二 尊 院

に 、 楊 貴 妃 の 墓 が 現 存 す る 。 本 堂 の 前 に は

「 漢 の 白 玉 」 で 作 ら れ た 楊 貴 妃 像 が 建 て ら れ

て い る 。  

  

二 尊 院 前 の 楊 貴 妃 像  二 尊 院 の 楊 貴 妃 墓  

 言 い 伝 え に よ る と 、 「 楊 貴 妃 は こ の 浜 に 流
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れ 着 い た あ と 、 死 ん だ の で 村 人 が 埋 葬 し た と

こ ろ 、 玄 宗 が 夢 に み て こ の こ と を 知 り 、 陳 安

将 軍 を 日 本 へ 派 遣 し て 、 釈 迦 と 阿 弥 陀 の 二 尊

像 と 十 三 重 の 宝 塔 を 贈 っ て 霊 を な ぐ さ め た 」

と の こ と で あ る 。  

 京 都 東 山 の 泉涌寺
せんにゅうじ

に は 「 楊 貴 妃 観 音 」 が あ る 。

こ の 楊 貴 妃 観 音 像 は 香 木 の 寄 せ 木 造 り 等 身 大

の 座 像 で 、 玄 宗 が 追 慕 し て 造 ら せ た も の で 、

泉 涌 寺 第 二 世 湛 海 が 建 長 ７ 年 （ １ ２ ５ ５ ） に

宋 か ら 持 ち 帰 っ た も の で あ る 。  

        

【 玄 宗 が 作 ら せ た 楊 貴 妃 観 音 像 （ 泉 涌 寺 ） 】  

 我 が 国 と 楊 貴 妃 の 関 係 は な か な か 面 白 い 。  
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